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施策 2104
妥当性 妥当 コスト削減の余地 無 受益者負担 余地有

上位貢献度 有効 類似事業の有無 無 成果向上の余地 有
市民全般対象
高齢者等の交通弱者の日常生活における移動手段の確保及び公共交通空白地域の解消を

目指し、コミュニティバス（ふれあいバス）・デマンドタクシー（蔵タク）など便利な公
共交通機関の充実等を図る。

施
策
が
目
指
す
姿

①ふれあいバス年間利用者数…5年間（平成25年度～平成29年度）で295,000人
(現状値194,732人)

②蔵タク年間利用者数…5年間（平成25年度～平成29年度）で62,000人(現状値56,034人)
成
果
指
標

平成25年度
204,000.00
194,732.00
49,000.00
56,034.00

4.92

273,988
275,669

平成26年度
219,000.00
210,127.00
57,500.00
58,029.00

5.54

292,776
321,478

平成27年度
237,000.00
218,791.00
59,000.00
59,609.00

5.77

369,507
343,708

平成28年度
273,000.00
222,551.00
60,500.00
61,098.00

6.06

382,628
370,267

平成29年度
295,000.00
224,196.00
62,000.00
62,552.00

6.31

405,791
394,623

上位施策の成果指標「公共交通の充実に対する市民満足度」を42.6％から60％に向上させ
るためには、利便性の向上が必要であり、本単位施策の目標達成による貢献度は高い。貢献度

蔵タクについては、目標を達成したが、ふれあいバスについては、要望等を踏まえ、路線
・ダイヤの見直し等の利便性向上策を実施したが、目標は未達となった。達成状況

ふれあいバスの利用者数は、増加傾向にあるが、まだまだ少ない状況であることから、積
極的なPRを行うとともに、利便性の向上等、見直しを行う必要がある。課題

実態調査や要望等により利用ニーズを把握し、需要の多いと見込まれる運行ルートの検討
や、わかりやすい停留所や時刻表の表示などＰＲに努め、利用者数の増加を図る。取組方針

ふれあいバスについては、年々、利用者が増加しているものの、目標を大きく下回って
いる状況である。バス運行には多大な経費を費やしており、利用者のニーズを的確に把握
し、運行ルートやダイヤの見直し及び効果的なＰＲによる乗車率向上等、費用対効果を高
ていく必要がある。
なお、ＰＲに際しては、内部評価にもある様に、利用者目線に立った分かりやすさの観

点を重視していただきたい。例えば、公共的施設にアクセスするための降車バス停の明示
や、自由昇降区間の拡大なども有益であると思われるので、一考願いたい。
また、蔵タクについては、年間利用者数が堅調に伸びており一定の成果は見られるもの

の、病院が開院している土曜日の運行等サービス向上を望む声も多く、更なる利用促進の
ため、各種利用者ニーズへの対応を検討願いたい。

外

部

評

価

116801
事業ｺｰﾄﾞ 名 称 ﾄｰﾀﾙｺｽﾄ(千円) 達成度

蔵タク運行事業費 80,661

平成29年度

100
756601 地域公共交通網形成計画策定事業費

19150000

16,113 100
116701

生活環境部 交通防犯課

ふれあいバス運行事業費 297,849 80

公共交通体系の充実

単位施策評価表 所属

成果指標１
[ ]
成果指標２
[ ]

成果指標３
[ ]

成果指標４
[ ]



コスト分析表

年 度

施 策

所 属

期 間 ～

2104

平成25年度 平成29年度

生活環境部 交通防犯課

公共交通体系の充実

国庫支出金
都道府県支出金
地方債

うち人件費

一般財源
その他

事業費

(正職員数:賦課)
(正職員数:配賦)
職員数合計(10)+(11)

間接費
(加算)減価償却費

(加算)金利

(加算)退職給与引当

(控除)コスト対象外

(控除)雑収入

調整額計
(14)+(15)+(16)-(17)-(18)

トータルコスト
(8)+(9)+(13)+(19)

人件費以外(6)-(7)

人件費

国庫支出金
都道府県支出金
地方債
その他
一般財源
事業費
うち人件費
人件費以外(26)-(27)

人件費
(正職員数:賦課)
(正職員数:配賦)
職員数合計(30)+(31)

間接費
(加算)減価償却費

(加算)金利

(加算)退職給与引当

(控除)コスト対象外

(控除)雑収入

調整額計
(34)+(35)+(36)-(37)-(38)

トータルコスト
(28)+(29)+(33)+(39)

実

績

予

定

NO

273,988

0

(1)
(2)
(3)

(7)
(6)
(5)
(4)

(14)
(15)

(13)
(12)
(11)
(10)
(9)
(8)

(19)

(20)

(21)
(22)
(23)
(24)
(25)
(26)
(27)
(28)
(29)
(30)
(31)
(32)
(33)
(34)
(35)

(16)
(17)
(18)

(36)
(37)
(38)

(39)

(40)

平成29年度

平成25年度

19150000

0

273,988

273,988

275,669

275,669

275,669

平成26年度

292,776

292,776

0

0

292,776

321,478

321,478

321,478

平成27年度

0

369,507

369,507

369,507

343,708

343,708

343,708

平成28年度

382,628

382,628

382,628

370,267

370,267

0
0
0
0
0

0

370,267

平成29年度

405,791

405,791

0
0
0
0

0

405,791

3,840
0
0

11,670
356,613
372,123

0
372,123
22,500
3.00
0.00
3.00

0
0
0
0
0
0

0

394,623

財
源
内
訳

直
接
費

人
件
費

調
整
額

財
源
内
訳

直
接
費

人
件
費

調
整
額

(単位：千円)



施策

妥当性 妥当
高齢者や学生など、自家用車等を運転できない方の移動手段の確保及
び公共交通空白地域の解消を図るため、ふれあいバス、蔵タクの運行
が必要である。

コスト削減の余地 無
現行のふれあいバス、蔵タクの運行内容を維持しつつ、コストの削減の
実施は困難である。

受益者負担 余地有
現在のふれあいバスの料金設定方法については、利用者にとってわか
りにくい面もあり、検討する余地がある。

上位貢献度 有効
公共交通体系の充実を図るためには、鉄道だけでは不十分であり、そ
れを補完するふれあいバス、蔵タクの運行は、非常に有効である。

類似事業の有無 無
現在、市内を運行する乗合の公共交通機関は、鉄道と私立高校の利用
が主となる民間バス１路線のみである。

成果向上の余地 有
ふれあいバスについては、路線・ダイヤ等の見直しや各種利便性向上
策を実施することにより、利用者数の増加を図ることができる。

貢献度

達成状況

課題

取組方針

貢献度

達成状況

課題

取組方針

平成２９年度　単位　施策評価表　補表

　2104　　　公共交通体系の充実

内部評価
【前期5年分】

区分

高齢者の増加や運転免許証自主返納者の増加などを踏まえ、自家
用車を運転できない市民に対する、公共交通体系の充実は必要であ
り、上位施策への貢献度は高い。

蔵タクについては、出前講座等による積極的なPRの実施により、利
用登録者、利用者共に毎年増加し、目標を達成している。
ふれあいバスについては、要望等を踏まえ、毎年、ダイヤの見直しを
行っているが、路線の長距離化や、長距離化による便数減等により
利用が減少した路線もあり、目標を達成できなかった。

蔵タクについては、民間タクシー事業への影響や、ドライバー不足に
より、運行内容の拡充が難しく、効率化を実施する必要がある。
ふれあいバスについては、全体的な利用者数は年々増加している
が、まだまだ利用が少ないため、引き続き利便性向上やＰＲ等の取
組みが必要である。

蔵タク、ふれあいバス共に、実態調査や要望等により利用ニーズを
把握し、運行内容の見直しや、市民へのわかりやすさに重点を置い
たＰＲに努め、効率化と利用者数の増加を図る。

内部評価
【H29年度分】

上位施策の成果指標「公共交通の充実に対する市民満足度」を現状
値42.6％から目標値60.0％に向上させるためには、公共交通機関の
利便性の向上が必要であり、本単位施策の上位施策への貢献度は
高い。

蔵タクについては、目標値の年間利用者数62,000人に対し、実績値
が62,552人であり、目標を達成したが、ふれあいバスについては、目
標値295,000人に対し、実績値が224,196人であり、利用者等からの要
望を踏まえ、ダイヤの見直しや、定期券の割引率変更、1日乗車券の
拡充による利便性向上策を実施したが、目標を達成できなかった。

蔵タクについては、予約キャンセルが年6,000件を超えていることか
ら、キャンセル対策が必要である。
ふれあいバスについては、利用者数は年々増加しているが、まだま
だ満足のいくものではないことから、引き続き利便性向上やＰＲ等の
取り組みが必要である。

蔵タクについては、利用日時の確認等を改めて行うことにより、予約
キャンセルの減少を目指す。
ふれあいバスについては、実態調査や要望等により、需要の多いと
見込まれる運行ルートの検討や、わかりやすい停留所や時刻表の表
示などＰＲに努め、利用者数の増加を図る。


